
世界の洋上風力は 2010年頃と比較すると
2030年までに 約100倍の 規 模 で 急 成 長 
することが予測されている。
日本の導入量は世界と比較してみると、現状
において予測値ベースでは成長スピードが 
緩やかであることが分かる。

Reference:  
Renewable Capacity Statistics 2015–2023 (IRENA) 
GLOBAL OFFSHORE WIND REPORT 2023 (GWEC)

世界の
洋上風力
導入量の
推移

20
00

20
01

20
06

20
07

20
08

20
09 20

10
20

11
20

12
20

13
20

14
20

15
20

16
20

17
20

18
20

19 20
20

20
21

20
22

20
23

 
20

24
20

25
20

26
20

27
20

28
20

29

20
31

20
32

20
33

20
34

20
3520

30

20
00

19
91

19
91

20
01
～～～～

～～～～

20
06

20
07

20
08

20
09

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
21

20
22

20
23

 
20

24
20

25
20

26
20

27
20

28
20

29

20
31

20
32

20
33

20
34

20
35

20
36

20
37

20
38

20
39 20

40

20
36

20
37

20
38

20
39

20
41

20
42

20
43

20
44

20
45

20
41

20
42

20
43

20
44

20
45

20
46

20
47

20
48

20
49 20

50

20
10

20
20

20
30

20
40

20
50

20
46

20
47

20
48

20
49

20
51

20
52

20
53

20
54

20
55

20
56

20
57

20
58

20
51

20
52

20
53

20
54

20
55

20
56

20
57

20
58

Europe

China

U.S.A

Taiwan

Japan

UK

Germany

Denmark

Netherlands

(Belgium, Finland, France, Ireland, Norway, Portugal, Spain, Sweden)
Other Countries

130GW

140GW

25GW

12GW

4.5GW 30-45GW

40-55GW

UK
45GW

Germany
22GW

Other
Countries

34GW

Netherlands
16GW

Denmark
13GW

25GW

（予測値）

300GW
（目標値）

110GW
（目標値）

（目標値）

（予測値）

（予測値）

（予測値）

（予測値） （案件形成目標）

2.9GW

0.061GW

0.025GW

9GW

中国の目標値：各省の目標値はあるが国全体の目標値はない0.1GW

0.13GW

0.029GW

このインフォグラフィックはレラテック独自の調査に基づくものであり、 
実際の導入量、予測値、目標値などに若干の誤差がある可能性があります。
詳細は国際機関または各国の情報をご参照ください。
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日本の洋上風力と風況観測の発展

日
本
の
洋
上
風
力
の
歴
史

導
入
機
材

直接観測 間接観測

着床式洋上風車陸上風車 浮体式洋上風車

北海道せたな町に 0.6MW×2基

進化し続ける風況観測​

洋上風力発電は、近年市場が飛躍的に成長を遂げていますが、その

背後には風況観測技術の進化があります。風力発電事業の経済性と

安全性を確実に評価するため、正確な風況観測は不可欠です。一方

で、洋上風況観測マストの導入には莫大な費用が掛かるため、風況

観測における低コスト化も重要な視点になります。​時代と共に、風

車の設置場所は陸上から洋上へ、さらに大水深海域へと拡がってき

ました。それと共に、風況観測手法も直接観測（風況マスト）から、

間接観測（ドップラーライダー）が導入されています。このインフォ

グラフィックでは、洋上風力の歴史と観測機材の進化を可視化して

います。

銚子沖洋上風力発電​
実証研究事業開始

五島市沖洋上風力発電​
実証事業開始

北九州市沖洋上風力発電​
システム実証研究事業開始

※1 2013年設置、2016年商業運転開始 ※2 2025 年以降は運転開始予定年となります。

このインフォグラフィックはレラテック独自の調査に基づくものであり、実際の容量、年などに若干の誤差がある可能性があります。 
事業開始年、運転開始年等の詳細は、各事業の情報をご参照ください。尚、導入機材のサイズは正確ではない事をご了承ください。

上空にレーザーを照
射し、風を観測する。
風車の大型化に伴い
風況マストでは届か
ない高高度の風を測
定することが可能。
観測マストと併設し
た観測が原則。​

沿岸から海上へレー
ザーを照射し、沿岸
から数km範囲の​
洋上風況を観測する。
複数基で観測するこ
とで、乱流など細か
いスケールの観測が
可能。

上空の風向及び風速
を観測するために設
置する施設。国内の
法規制により60m
の高さに制限されて
いる。2022年の規
制緩和により90m
以下が部分的に認め
られることとなった。

洋上の浮体構造物
に鉛直ライダーを
設置し、上空の風
を観測する。​
スキャニングライ
ダーが届かない沖
合でも測定できる。

フローティングライダーシステム陸上風況マスト

2.4MW×1基​
（沖合型として初）

2MW×1基

3MW×1基

第２回官民協議会で ​
「洋上風力産業ビジョン」​
を発表

秋田県秋田港​
4.2MW×13 基

北海道石狩湾新港​
8MW×14基

富山県入善町沖
3MW×3基

2MW×1基​
（商用規模浮体式として初）※1 2.1MW×8基

0.1MW×1基

海洋再生可能エネルギー発電設備の
整備に係る海域の利用の促進に関す
る法律（再エネ海域利用法）施行

次世代浮体式洋上風力発電システム
実証研究事業開始

鉛直ライダー スキャニングライダー

国
内
初 千葉県銚子市

長崎県五島市
長崎県五島市沖

福岡県北九州市

福岡県北九州市

秋田県能代港​
4.2MW×20基

山形県酒田市に 2MW×5基

(1990年頃〜) (2009年頃～) (2013年頃～) (2015年頃～)

着床式
浮体式

2MW×7基 2MW×8基

茨城県神栖市
鹿島港

茨城県神栖市 
鹿島港

2MW×1基 7MW×1基 5MW×1基福島浮体式洋上ウィンド
ファーム実証研究事業開始

福島県沖

12.6MW×38基

12.6MW×31基

12.6MW×65基

9.6MW×25 基

秋田県能代市・ 
三種町・男鹿市沖

千葉県銚子市沖

秋田県 
由利本荘市沖

福岡県北九州港
（響灘）

8MW×19基

茨城県神栖市
鹿島港

18MW×38 基

新潟県村上市・ 
胎内市沖

15MW×28 基
長崎県西海市江島沖

15︎MW×25 基

秋田県八峰町・ 
能代市沖

※2

R1

R2

15MW×21 基

秋田県男鹿市・ 
潟上市・秋田市沖


